




















一般会計  総務費  予算説明資料  

 

（  広報広聴室・企画部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

外部人材登用事業について 職員課 1 

ホームページ管理運用事業（システムリニューア

ル）について 
広報広聴室 ２ 

公共施設包括管理業務委託について 公共施設マネジメント課 ３ 

イノベーション推進事業について 

未来創造・若者課 

６ 

ＳＤＧｓ普及啓発事業について ７ 

ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業について 

デジタルイノベーション課 

８ 

キャッシュレス決済導入事業について ９ 

 

 

 



（職員課 予算書 105 頁） 

1 

外部人材登用事業について 

１ 事業概要 

従来の行政の取組だけでなく、民間の柔軟な発想や、専門人材の深い知見や専門

的な知識をもとに、様々な行政課題の解決を図るため、移住定住の促進、公民連携、

若者・女性の活躍といった取組の担い手として、令和３年度（2021 年度）から、民

間企業等において各分野の第一線で活躍し、専門性を有している人材を「事業コー

ディネーター」として登用している。 

この事業コーディネーターには、企業等に所属したまま「副業」として行政に関

わっていただいている。 

 

２ 予算額 

4,320千円（外部人材謝礼 ＠30,000×４週×12月×３名） 

 

３ 財源  

地方創生推進交付金（補助率１／２）を活用 

 

４ 実施方法 

謝 礼：勤務１回（日）につき 30,000円（宿泊費、交通費含む）/人 

勤 務：週１回程度、原則月４回（ＷＥＢ会議等も可） 

任 期：原則１年 

職位等：職位や権限等は付与しない(事業の企画･立案等を提言等する立場) 

 

５ 事業内容 

移住定住 
市役所内の 

女性活躍推進 
公民連携推進 

企画政策課 職員課 未来創造・若者課 

令和３年度 

移住者や関連事業者等へ

のヒアリング、データ等

の分析による現状把握と

課題整理、移住施策の方

向性の検討等 

令和３年度 

職員の昇任希望率や年休

取得日数の向上、男性の

育児参加の促進に向けた

現状把握と課題整理、施

策の立案等 

令和３年度 

公民連携の仕組みづくり

のためのインプット・課

題整理、職員・民間企

業・先進都市へのヒアリ

ング等 

令和４年度 

移住ニーズの分析・把

握、訴求する施策の立案

と実施等 

令和４年度 

パンフレット作成や研修

等各種施策の実施 

令和４年度 

公民連携のプロモーショ

ン・情報発信強化、小田

原に関心がある企業等へ

の継続的な情報発信と庁

内共有体制の構築、庁内

への働きかけ・啓発活動 

 



２ 

（広報広聴室 予算書 107 頁） 

ホームページ管理運用事業（システムリニューアル）について 
 

１ 目 的 

市ホームページシステムについては、平成23年（2011年）の導入から10年が経

過し、基幹的な更新ができていないことから、セキュリティ強化や最新デザイン

の採用をするため、大規模なリニューアルを行う。 

 

２ 事業概要 

（１）インフラの更新 

現行サイトの開発言語は構築後10年が経過し、令和５年（2023年）６月30日

にサポートが完全終了となるため、最新の開発言語へと更新する。 

 

（２）セキュリティ強化と突発的な多量同時アクセスへの対応 

現状のＷｅｂページ閲覧方法はシステム上脆弱性が高まる方法となっている。

そこで、閲覧方法を変更することでセキュリティ強化と災害時等の過度な同時

アクセスにも対応できるようにする。 

 

（３）デザイン、ページ構成の統一性の向上 

トップページなどのデザインを、ワイド画面のパソコンや縦画面のスマート

フォンなど様々な端末に対応しつつ、統一性のあるデザインへと変更する。 

 

３ スケジュール 

令和４年度 令和５年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 

             

 

契約締結 構築作業 稼動 



（公共施設マネジメント課 予算書 12頁・31頁・45頁・109頁） 

３ 

公共施設包括管理業務委託について 

１ 概要 

公共施設の管理水準の向上と、維持修繕工事の優先度付けのための点検データの

集積を目的として、建物の点検・管理に係る業務を包括的に委託する。 

 

２ 対象施設・業務（４頁参照） 

  施設数 109  

  業務数 347（現在の契約件数） 

 

３ 事業費 

予算額 173千円 

   報酬  90千円 事業者選定委員会委員報酬 

   旅費  83千円 費用弁償、職員旅費 

 

債務負担行為設定 ※５年総額で設定 

   委託料 3,432,000千円  

   〈債務負担行為内訳〉                    （千円） 

年 度 金 額 

令和４年度（2022年度） (  0) 

令和５年度（2023年度） 

～令和９年度（2027年度） 

一般会計 

3,295,842 

公設地方卸売市場事業特別会計 

75,896 

広域消防事業特別会計 

60,262 

 

４ スケジュール 

令和４年 ４月頃  公募に向けたサウンディング調査 

     ５月頃  第１回選定委員会（実施要領策定） 

６月頃  公募型プロポーザル実施要領の公表・施設見学 

８月頃  第２回選定委員会（事業者選定）  

10月以降 詳細協議、契約締結 

令和５年 ４月以降 業務開始 



２対象施設・業務

NO
電気工

作物

消防用設

備・防火

設備

消火器

等点検
自家発

空調設

備

環境衛

生管理

ボイ

ラー
EVDW 自動ﾄﾞｱ

高架水槽

・受水槽

高架水

槽用

ポンプ

浄化槽

グリス

トラッ

プ

ガス

バー

ナー

給食設備

機器冷媒

漏洩

遊具点

検

プール

循環ろ

過

機械警

備

防鼠・

害虫

12条点

検

総合管理・

設備運転

保守

清掃

受付・

人的警

備

その他

1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
防災管理点検報告業務、雨水槽清掃業、汚水槽等清掃業務、警
備保安業務、非常通報装置保守点検業務、便所芳香剤等交換業
務、電気設備高圧側点検業務

2 地域センター ①川東タウンセンターマロニエ 〇

3 ②城北タウンセンターいずみ 〇

4 ③橘タウンセンターこゆるぎ 〇

5 市民集会施設 ①下府中市民集会施設 〇 〇 〇

6 ②下曽我市民集会施設 〇 〇 〇 〇

7 ③豊川市民集会施設 〇 〇 〇

8 〇 〇

9 〇 〇

10 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 冷水機保守点検業務、空気環境測定業務　ほか

11 保育所 ①下曽我保育園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 ②曽我保育園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 ③早川保育園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 ④上府中保育園 〇

15 ⑤豊川保育園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 ⑥桜井保育園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 ⑦さくら保育園 〇

18 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
防火対象物点検業務、空気環境測定業務、地下タンク漏洩検査業
務、貯水槽清掃業務、受電設備細密試験業務、蓄電池設備保守
点検業務

19 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 〇 〇 〇

21 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 下水道除外施設スクリーン設備維持管理及び汚物処理業務

22 〇 〇 〇 井戸水ポンプ設備点検業務、水質検査

23 〇 〇 〇

24 市営住宅 ①蓮正寺住宅 〇 〇 〇

25 ②橘住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

26 ③蛍田住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

27 ④かすみのせ住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

28 ⑤葭田住宅 〇 〇 〇

29 ⑥浜住宅 〇 〇 〇

30 ⑦谷津住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

31 ⑧柳町住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

32 ⑨久野住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

33 ⑩浅原住宅 〇 〇 〇 〇 給水ポンプ等点検業務

34 ⑪早川住宅 〇 〇 〇

35 ⑫東町住宅 〇 〇 〇

36 〇

37 多古しらさぎ会館 〇

38 消防本部・消防署 ①消防本部庁舎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 非常用直流電源装置保守点検業務

39 ②南町分署 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

40 ③栢山出張所 〇 〇

41 ④成田出張所 〇 〇 令和3年2月供用開始

42 ⑤足柄消防署 〇 〇 〇 〇 〇 〇

43 ⑥松田分署 〇 〇 〇

44 ⑦岡本出張所 〇 〇 〇 〇 令和２年11月新庁舎供用開始

45 ⑧山北出張所 〇

46 ⑨中井出張所 〇

47 小学校 ①三の丸小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

48 ②新玉小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

49 ③足柄小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 ④芦子小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 ⑤大窪小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

52 ⑥早川小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水ポンプ等保守点検

53 ⑦山王小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

生きがいふれあいセンターいそしぎ

保健センター

久野霊園

下水道コミュニティーホールかるがも

公設青果地方卸売市場（青果市場）
小田原城址公園
公設水産地方卸売市場（水産市場）
石垣山一夜城

(公共施設マネジメント課　予算書　12項・31項・45項・109項）

施設名称

市役所本庁舎

前羽福祉館
下中老人憩の家

4



２対象施設・業務

NO
電気工

作物

消防用設

備・防火

設備

消火器

等点検
自家発

空調設

備

環境衛

生管理

ボイ

ラー
EVDW 自動ﾄﾞｱ

高架水槽

・受水槽

高架水

槽用

ポンプ

浄化槽

グリス

トラッ

プ

ガス

バー

ナー

給食設備

機器冷媒

漏洩

遊具点

検

プール

循環ろ

過

機械警

備

防鼠・

害虫

12条点

検

総合管理・

設備運転

保守

清掃

受付・

人的警

備

その他

(公共施設マネジメント課　予算書　12項・31項・45項・109項）

施設名称

54 ⑧久野小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

55 ⑨富水小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

56 ⑩町田小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

57 ⑪下府中小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

58 ⑫桜井小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

59 ⑬千代小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

60 ⑭下曽我小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

61 ⑮国府津小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務、夜間照明保守点検

62 ⑯酒匂小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水ポンプ等保守点検

63 ⑰片浦小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

64 ⑱曽我小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水ポンプ等保守点検

65 ⑲東富水小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

66 ⑳前羽小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

67 ㉑下中小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

68 ㉒矢作小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69 ㉓報徳小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

70 ㉔豊川小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 夜間照明保守点検

71 ㉕富士見小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

72 中学校 ①城山中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

73 ②白鴎中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

74 ③白山中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

75 ④城南中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

76 ⑤鴨宮中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

77 ⑥千代中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

78 ⑦国府津中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

79 ⑧酒匂中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 夜間照明保守点検

80 ⑨泉中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

81 ⑩橘中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水処理施設保守管理業務

82 ⑪城北中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 汚水ポンプ等保守点検

83 幼稚園 ①酒匂幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇 汚水ポンプ等保守点検

84 ②東富水幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇

85 ③前羽幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇 〇

86 ④下中幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

87 ⑤矢作幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇 〇

88 ⑥報徳幼稚園 〇 〇 〇 〇 〇 〇

89 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
食器具類衛生検査業務、学校給食用コンベクションオーブン保守点
検、灯油タンク漏洩検査及び循環式清掃業務、圧力容器検査業務

90
学校給食共同

①豊川学校給食共同調理場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
換気扇等清掃業務、真空式温水器総合点検業務、食器具類衛生
検査業務、膨張タンク清掃・水質検査業務

91 調理場 ②国府津学校給食共同調理場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
食器具類衛生検査業務、膨張タンク清掃・水質検査業務、換気扇
等清掃業務

92 ③橘学校給食共同調理場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
食器具類衛生検査業務、プロパン気化器定期保守点検、膨張タンク
清掃・水質検査業務、換気扇等清掃業務

93 生涯学習センター ①本館（けやき） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
非常用直流電源装置保守点検業務、電気設備高圧側点検業務、
防火シャッター保守点検業務

94 ②国府津学習館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

95 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ガス緊急遮断弁点検整備、直流電源装置保守点検、防火対象物定
期点検、中央監視装置保守点検

96 郷土文化館 ①郷土文化館 〇 〇 〇 〇

97 ②（分館）松永記念館 〇 〇 〇 〇 〇 〇

98 ③老欅荘
99 〇 〇 〇 〇 水質検査
100 〇
101 〇
102 〇
103 〇
104 〇

105 図書館 ①旧市立図書館 〇 〇 〇 〇 〇 電話設備保守点検業務

106 ②小田原市立中央図書館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 直流電源装置保守点検業務、冷水機保守点検業務、

107 〇 〇 〇 〇

108 〇 〇 〇 〇 〇

109 〇 〇 〇 〇 〇 〇 電気設備高圧側点検業務

酒匂川スポーツ広場
鴨宮運動広場
関東学院大学グラウンド

おだわら子ども若者教育支援センター

御幸の浜プール

文学館（白秋童謡館、尾崎一雄邸含む）
酒匂川防災ステーション

城山庭球場
城内弓道場

学校給食センター

尊徳記念館

5
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６ 

イノベーション推進事業について 

 

１ 目 的 

年々、高度化・複雑化する地域課題の解決、市民生活の質の維持向上などのため、

民間事業者や大学などとの連携によるイノベーションを引き起こす。 

 

２ 事業概要 

（１）おだわらイノベーションラボの運営 

民間事業者、大学や研究機関をはじめ、柔軟な発想やアイデアを持つ若者や

女性など多様な主体が集い、学び、交流し、「世界が憧れるまち小田原」の実現

に向けて、より一層まちの動きが加速するような公民連携によるイノベーショ

ンを引き起こす拠点として、「おだわらイノベーションラボ」を運営する。 

（２）民間提案制度の運用 

地域課題の解決、地域経済の好循環や市民サービスの質の維持向上などを図

るため、民間事業者の発意による提案を市と民間事業者が協議・連携し事業化

に向けて取り組む「民間提案制度」を運用していく。 

   

 

３ 予算額 17,474 千円 

  内訳 

分類 概要 

おだわらイノベーション

ラボの運営 
施設賃借料、電気料等 

民間提案制度の運用 民間提案制度審査委員会有識者等謝礼 

  

４ 財 源 

  地方創生推進交付金（補助率 1/2）を活用 
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７ 

ＳＤＧｓ普及啓発事業について 

１ 目的 

  令和元年（2019年）７月に国から「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体ＳＤＧｓモ

デル事業」に選定された。これを契機に取り組んできたＳＤＧｓ普及啓発事業を、

令和４年度（2022年度）以降も継続的に展開していく。 

 

２ 事業概要 

（１）ＳＤＧｓ普及啓発事業（おだわらＳＤＧｓ実行委員会負担金） 

令和元年 10月に発足した民間主体の組織「おだわらＳＤＧｓ実行委員会」を中

心にＳＤＧｓの普及啓発活動を展開する。 

 【主な取組】 

・地域メディア５社連携事業 

・冊子・各種グッズの作製 

・パートナー交流会の開催 

 

（２）ＳＤＧｓ体感事業（おだちん） 

   神奈川県の「つながりポイント事業」と連携した、スマートフォンのアプリケ

ーションにより、ＳＤＧｓを体感してもらう事業。具体的には、アプリの利用者

が「スポット」と呼ばれる店舗などで「おだちん」（小田原のポイント単位）をや

りとりすことで、自分の活動がＳＤＧｓにつながっているということを体感して

もらい、「人と人」、「地域と人」、「地域を良くしたい想い」といった、つながりの

見える化を図る。 

   令和４年度は、引き続き、スポット、ユーザー数の獲得に向けた取組を行うと

ともに、持続可能な取組みに向けた検討を行っていく。 

 

 ○ スポット、ユーザー数の状況（令和４年１月末時点） 

  ・スポット数：107箇所、ユーザー数：3,682人、おだちん総流通量：1,022,999 

 

３ 予算額 10，000千円 

 

４ 財源 地方創生推進交付金（補助率１／２）を活用 



８ 

ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業について 
 

１ 事業概要 

「2050 年脱炭素社会実現」が本市とわが国の目標となる中にあって、脱炭素型

の街づくりと再生可能エネルギーの導入促進を中長期にわたり持続可能な形で進

めて行くことが必要不可欠である。 

これまで、本市においては、脱炭素型地域交通モデル（環境省連携事業）や地域

マイクログリッド（経済産業省連携事業）をはじめ、先端技術を導入することによ

る再生可能エネルギーの導入促進等に取り組んできたところである。 

今般、デジタル庁の発足や「小田原市ＤＸ推進計画」の策定をはじめ、国と本市

におけるデジタル化が強力に推進されていることも踏まえて、市内に最先端のデジ

タル技術を活用して「脱炭素」と「エネルギーと経済の地域好循環」を実現する新

しい街である「ゼロカーボン・デジタルタウン」を、市内外の産学金官の緊密な連

携の下で創造することにより、本市の「2050年脱炭素社会実現」に向けた取組を大

きく加速する。 

併せて、「ゼロカーボン・デジタルタウン」の成果（技術、ノウハウ等）を市内

外に横展開することにより、わが国や世界の脱炭素化に貢献する。 

 

２ スケジュール（予定） 

令和４年度  準備開始（庁内の体制構築、要件整理、事業スキームの構築等） 

令和５年度  基本構想（パース）取りまとめ等 

 

３ 予算額 15,400千円 

 

分類 概要 

事業内容の取りまと

め等 

「ゼロカーボン・デジタルタウン」の基本要件、核となる事業

の構想等について、実現可能性を十分に考慮した形で取りま

とめるとともに、解決するべき課題等を整理する。 

事業スキームの構築

等 

「ゼロカーボン・デジタルタウン」の要件を満たすこと等が可

能な事業スキーム（案）について、実現可能性を十分に考慮し

た形で取りまとめる。 

    

４ 令和４年度のスケジュール 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

事業者の選定             

要件の整理             

取りまとめ             
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９ 

キャッシュレス決済導入事業について 
 

１ 事業概要 

多様な支払方法の提供による市民の利便性の向上を図るとともに、手数料徴収時

の接触機会の低減を図ること等を目的として、キャッシュレス決済サービスを実現

させるための機器及び回線を証明書等交付窓口へ導入する。 

 ※導入機器のイメージ 

 

２ 対象施設・窓口 

手数料を取り扱う本庁舎の全ての窓口に加え、市民が利用する機会の多い住民窓

口及びタウンセンターと、手数料の種類が最も多く一件当たりの金額の多い消防本

部を選定した。取扱件数の少ない窓口や指定管理者との調整が必要な窓口について

も、令和５年度（2023年度）以降順次キャッシュレス化を進めていく。 
 

３ 予算額 26,835千円 

 

分類 概要 

システム使用料等 初期設置費用・クラウド利用料・保守費用・回線整備費用等 

回線利用料 
キャッシュレス決済サービスを利用するためのインターネッ

ト回線の使用料 

決済手数料 決済代行業者に支払う手数料 

 

４ 導入スケジュール 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

機器・業者の選定             

回線工事・設置             

テスト・研修             

本番運用             

 

 

（デジタルイノベーション課 予算書 115頁） 















一般会計  総務費  予算説明資料  

 

（  防  災  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

防災拠点整備事業(重要給水施設水道管耐震化事業費)に

ついて 

防災対策課 

１ 

防災拠点整備事業(飲料水兼用耐震性貯水槽設置事業費

(白山中学校))について 
２ 

防災啓発事業(ハザードマップ作成・配送委託料)につい

て 
３ 
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１ 

防災拠点整備事業（重要給水施設水道管耐震化事業費）について 

 

１ 事業概要 

  広域避難所では、発災直後から避難者を受け入れ、避難者が一定期間生活す

る上で水の供給は最重要であるが、広域避難所に指定している小中学校は、大

規模地震発災時に施設内での給水ができなくなる可能性がある。 

このため、配水管からこれらの小中学校の敷地内の止水栓までの給水管を耐

震化するとともに、災害時用の応急給水口を設け、災害時も給水が可能となる

ようにする。 

応急給水口を使用するために必要な応急給水栓、ホース等の機材を購入し、

本工事は、上下水道局が実施するため、一般会計から水道事業会計へ負担金を

支出する。 

 

２ 設備概念図 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

３ 実施計画 

年度 実施箇所 

～令和３年度 

（実施済み） 

小学校 16校 

中学校 ６校 

令和４年度 
片浦小、富士見小、国府津小、酒匂小、豊川小、

白鷗中、城南中 

令和５年度 

（予定） 

三の丸小、矢作小、前羽小、下中小 

国府津中、酒匂中、橘中、旧片浦中 

 

４ 機材等購入 

１校に基本配備する機材として、応急給水栓セット、ホース、キーハンド 

ル、スタンドパイプを購入する。 
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２ 

 

防災拠点整備事業(飲料水兼用耐震性貯水槽設置事業費 (白山中学校))について 

 

１ 事業概要 

令和３年度(2021年度)に 20か所ある飲料水兼用耐震性貯水槽のうち、市

立病院に設置していた 1基を建て替えに伴い撤去したため、同量（100㎥）

を確保するため、白山中学校への設置を行う。 

本工事は、上下水道局が実施するため、一般会計から水道事業会計へ負担

金を支出する。 

 

２ 位置図等 

【白山中学校 設置箇所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※   ・・・設置箇所（予定） 

※通常時は水道管の一部として循環し、

大規模地震災害時に水道管の破損な

どで水圧が下がると緊急遮断弁が作

動し、貯水槽内に水が貯留され、手

動ポンプで汲み上げる仕組み。 

 

３ スケジュール（予定） 

令和４年（2022年） ６月 契約・着手（上下水道局） 

11月 完了 

 

 

 

 

 

 

【イメージ図】 

 

手動ポンプ 
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３ 

防災啓発事業(ハザードマップ作成・配送委託料)について 

 

１ 事業概要 

ハザードマップについては、わかりやすいものであることに加え、使いやすく、

保管しやすいことが求められている。現在、洪水、土砂、津波などの災害種別を

地区ごとに作成、配布しているハザードマップを一元化することで、地域のリス

クをより明らかにし、もって地域防災力の向上に寄与することを目的とする。 

 

２ 仕様 

サイズ Ｂ１ポスター版（両面）を折り込み 

（表面：防災啓発情報等、裏面：ハザードマップ） 

地区割 市内を 18区割 

部 数 ９万部 

 

３ 配布方法 

広報小田原と併せ、各単位自治会を通じて配布するほか、防災対策課及び市の

公共施設において配布する。 

 

４ イメージ図 

 

（表面）防災啓発情報等         （裏面）ハザードマップ 

 

 

  

（洪水・土砂） 

（津波） （高潮） 






















































